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山岳博物館完臓予想図

山
岳
博
物
館
の
改
築
に
あ
た
り

｢
創
業
は
易
-
守
成
は
難
し
｣
　
こ
れ
は
昭
和
二
十

六
年
十
一
月
一
日
､
大
町
山
岳
博
物
館
が
創
設
さ
れ
'

そ
の
開
館
式
で
当
時
の
北
安
曇
町
村
会
議
長
で
あ
っ

た
伊
藤
半
二
氏
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
祝
辞
の
一
節
で
す
｡

氏
は
さ
ら
に
言
葉
を
つ
い
で
へ
内
容
を
充
実
し
､
名

実
共
に
本
邦
唯
一
の
山
岳
博
物
館
と
し
て
育
成
し
'

地
方
文
化
に
貢
献
す
る
串
を
祈
念
す
る
と
結
ば
れ
ま

し
た
｡こ

の
日
誕
生
し
た
博
物
館
け
今
年
で
満
二
十
九
才

の
誕
生
日
を
迎
え
る
こ
と
に
な
り
ま
す
｡
こ
の
間
､

市
民
の
皆
さ
ん
の
温
か
い
ご
支
援
を
い
た
だ
き
な
が

ら
､
創
設
の
当
初
に
構
想
さ
れ
た
大
町
山
岳
博
物
館

の
理
想
像
を
求
め
て
歩
み
つ
づ
け
て
参
り
ま
し
た
｡

博
物
館
の
最
初
の
建
物
は
､
現
在
の
神
栄
町
公
民

館
の
近
-
に
あ
っ
た
富
国
せ
ん
い
工
場
の
講
堂
を
改

造
し
た
も
の
で
し
た
｡
そ
の
後
五
年
を
へ
た
昭
和
三

十
二
年
八
月
十
五
日
､
大
糸
線
全
通
を
記
念
し
て
現

在
地
に
移
転
し
ま
し
た
｡
建
物
は
当
時
の
大
町
高
校

の
改
築
に
と
も
を
い
､
明
治
三
十
六
年
に
建
て
ら
れ

た
古
い
校
舎
を
そ
の
ま
ま
移
築
し
て
活
用
し
た
も
の

で
す
｡古

い
木
造
の
た
め
老
朽
化
が
激
し
く
､
貴
重
を
資

料
を
保
存
公
開
し
､
こ
れ
ら
資
料
を
次
代
の
人
々
に

伝
え
て
行
-
使
命
を
に
な
う
博
物
館
と
し
て
多
-
の

問
題
が
で
て
参
り
ま
し
た
｡
幸
い
に
も
こ
の
期
に
全

面
改
築
の
方
針
が
打
ち
出
さ
れ
､
本
格
的
を
充
実
し

た
博
物
館
が
建
設
さ
れ
面
目
を
一
新
す
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
｡

建
物
は
地
下
一
階
､
地
上
三
隅
､
延
面
積
二
二
〇

〇
平
方
]
.
.
の
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
道
で
す
｡
展
示
室
､

講
堂
教
室
な
ど
の
施
設
の
ほ
か
三
階
に
は
北
ア
ル
プ

ス
が
一
望
で
き
る
展
望
室
が
設
け
ら
れ
る
予
定
で
す
｡

新
館
が
開
館
さ
れ
る
の
は
昭
和
五
十
七
年
六
月
頃

の
予
定
で
す
が
'
私
た
ち
関
係
者
は
市
民
の
皆
さ
ん

の
ご
理
解
と
ご
支
援
に
さ
さ
え
ら
れ
て
発
展
し
て
き

た
山
博
(
さ
ん
ぱ
く
)
と
､
皆
さ
ん
か
ら
寄
せ
ら
れ

る
大
き
な
期
待
に
そ
う
へ
-
､
心
を
新
た
に
し
て
建

設
事
業
に
あ
た
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
｡
今
後
の

ご
支
援
を
心
か
ら
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
｡
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有明山(2.268m)全景

北
ア
ル
プ
ス
前
山

有
明
山
の
開
山
史

有
明
山
は
､
安
曇
野
の
中
央
西
に
富
士
に
似
た
山

容
を
示
し
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
'
信
濃
富
士
と
も
い

わ
れ
て
き
て
い
る
｡
昔
か
ら
麓
の
人
々
に
聖
在
る
山
､

神
宿
る
山
岳
と
し
､
木
曽
の
御
轍
や
戸
隠
山
と
同
様

自
然
崇
拝
に
塞
く
原
始
信
仰
の
対
称
と
し
て
あ
が
め

ら
れ
'
そ
の
神
を
有
明
権
現
､
神
戸
権
現
､
戸
教
権

青

　

木

　

　

　

治

現
と
称
し
､
有
明
山
神
社
(
穣
高
町
宮
城
)
と
有
明

山
社
(
松
川
村
神
戸
)
　
に
祀
ら
れ
'
共
に
奥
社
は
有

明
山
頂
(
有
明
山
神
社
は
山
頂
中
央
'
有
明
山
社
は

山
頂
北
側
)
　
に
肥
ら
れ
て
い
る
｡

一
`
神
話
･
伝
説
よ
り

亨
保
九
年
(
一
七
二
四
)
　
に
編
述
さ
れ

た
信
府
統
紀
の
旧
俗
信
に
｢
天
岩
戸
事
件

の
時
手
力
雄
命
の
投
げ
た
岩
戸
が
有
明
山

に
落
ち
た
の
で
､
世
が
明
る
く
在
っ
た
か

ら
､
有
明
山
と
も
戸
教
が
嶽
と
も
い
い
'

ま
た
'
こ
の
山
に
鶏
に
似
た
鳥
が
時
を
作

っ
て
い
る
の
で
鳥
敏
が
嶽
と
も
い
っ
た
と

も
い
い
､
一
説
に
'
こ
の
山
の
月
は
何
時

も
陰
が
な
-
照
す
に
よ
っ
て
有
明
山
と
い

っ
た
｡
｣
と
記
さ
れ
て
い
る
｡

天
岩
戸
事
件
後
､
手
力
椎
命
は
､
有
明

山
麓
の
有
明
の
里
に
天
降
り
鎮
座
し
､
王

化
が
泊
う
よ
う
に
し
た
の
で
､
有
明
山
神

礼
(
宮
城
)
で
は
､
主
神
を
手
力
雄
命
と

し
て
い
る
｡

そ
れ
に
対
し
て
有
明
山
社
(
神
戸
)
　
で

あ
め
の
･
↑
レ
T
め

は
'
天
銅
女
命
が
祭
神
で
あ
る
が
､
そ
の

こ
と
に
つ
い
て
は
'
惣
鎮
守
有
明
山
戸
放

略
記
(
江
戸
時
代
編
述
､
松
川
村
大
和
田

文
書
)
で
は
､
｢
有
明
山
を
戸
故
が
撒
､

烏
放
が
嶽
と
い
う
が
､
そ
の
麓
に
は
船
形

の
宮
が
あ
っ
て
'
数
多
い
宮
柱
を
立
て
､

神
官
は
神
宮
平
に
住
み
'
鳥
居
の
原
を
神

戸
原
と
い
っ
た
｡
ま
た
別
の
一
節
に
'
寛

永
十
三
年
二
六
三
六
)
　
の
夏
､
鼠
穴
の

何
某
の
下
女
が
'
こ
の
原
に
野
菜
摘
み
に
行
っ
た
ら

有
明
山
の
方
か
ら
泰
時
し
い
美
女
が
き
て
下
女
に
向

い
､
1
私
は
有
明
山
の
釦
女
神
で
あ
る
｡
お
前
に
告
げ

る
が
長
い
間
乱
世
続
き
で
鳥
居
も
朽
ち
果
て
'
自
分

の
住
む
宮
殿
も
無
-
誠
に
歎
が
わ
し
い
'
依
っ
て
早

-
汝
は
庄
屋
に
宮
殿
の
再
建
を
告
げ
よ
｣
と
云
っ
て

立
ち
去
っ
た
｡
下
女
は
急
ぎ
帰
り
､
主
人
某
に
話
す

と
､
某
は
'
下
女
を
伴
な
い
惣
庄
吉
正
室
宅
に
行
き
'

銅
女
神
の
宣
告
の
通
り
許
可
を
得
て
社
殿
を
建
て
寛

永
十
四
年
(
一
六
三
七
)
八
月
鎮
座
遷
宮
し
た
の
が
､

今
の
有
明
山
社
で
あ
る
｣
と
い
う
｡

こ
の
話
の
中
の
船
形
の
宮
と
い
う
の
は
'
三
宮
穂

高
社
御
造
宮
定
日
記
(
明
応
十
年
(
一
五
〇
一
)
穂

高
神
社
文
書
)
　
に
出
て
-
る
遷
宮
の
折
の
所
役
の
村

の
一
つ
､
船
方
郷
の
お
宮
の
こ
と
で
あ
る
と
言
あ
れ

て
い
る
｡
船
方
郷
は
今
の
神
戸
と
細
野
の
間
の
釦
女

神
社
の
南
方
､
乳
用
の
ほ
と
り
に
あ
り
､
船
方
の
地

名
が
残
っ
て
い
る
が
､
天
正
七
年
(
一
五
七
九
)
　
の

水
害
で
退
転
し
た
村
と
い
わ
れ
て
い
る
｡
こ
の
時
に

お
宮
は
西
方
'
と
り
や
つ
こ
の
地
に
移
し
た
と
も
あ

る
い
は
洪
水
に
流
さ
れ
下
っ
て
島
新
田
(
穂
高
町
北

穂
高
)
　
で
拾
い
上
げ
ら
れ
'
そ
こ
に
鎮
座
し
た
の
が
､

今
の
島
新
田
神
社
で
あ
る
と
も
い
う
伝
承
に
も
在
っ

て
い
る
｡

二
､
有
明
山
遥
拝
時
代

惣
鎮
守
有
明
山
戸
教
官
略
記
の
別
の
一
節
に
　
｢
建

武
か
ら
秀
吉
の
頃
ま
で
乱
世
が
続
き
神
戸
の
と
り
や

つ
こ
に
鳥
居
も
無
い
の
で
､
陽
向
石
に
神
酒
を
供
え

て
八
月
八
日
に
お
祭
を
し
た
｡
｣
と
い
う
一
節
が
あ
る
｡

こ
の
こ
と
は
'
有
明
山
社
の
社
殿
が
で
き
な
い
以
前

●

●

●

●

●

の
様
子
を
示
し
た
も
の
で
'
と
り
や
つ
こ
(
登
里
奴
)

の
こ
の
地
か
ら
'
有
明
山
を
通
拝
し
た
こ
と
を
示
す

言
葉
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
｡
今
も
こ
の
地
は
'
有

明
山
社
と
共
に
有
明
権
現
の
祭
祀
場
所
と
し
､
有
明

山
遙
拝
所
と
し
て
い
る
｡

ま
た
有
明
山
神
社
の
景
(
明
治
三
十
四
年
七
月
二

十
日
出
版
､
発
行
者
岡
村
阜
一
)
　
に
よ
る
と
､
そ
の

一
節
に
　
｢
明
治
十
一
年
ヲ
以
テ
｡
本
社
再
興
ノ
事
ラ

其
筋
二
稟
請
シ
-
-
山
頂
ノ
社
殿
ヲ
改
造
シ
､
又
山

麓
ノ
字
宮
城
卜
称
ス
ル
丘
陵
二
新
夕
二
社
殿
ノ
建
築

ヲ
創
始
ス
｡
(
是
地
ケ
ダ
シ
往
古
ノ
社
地
こ
シ
テ
｡
今

ハ
唯
鳥
居
一
基
ト
-
-
｣
云
々
と
あ
る
｡
こ
の
事
は

今
の
宮
城
の
有
明
山
神
社
が
新
築
さ
れ
る
以
前
を
示

し
た
言
葉
で
､
今
の
有
明
改
良
区
の
用
水
の
取
入
口

下
方
の
天
明
霊
社
'
有
明
山
神
社
大
鳥
居
の
あ
る
地

が
有
明
山
神
社
の
社
殿
が
出
来
る
以
前
の
有
明
山
を

正
面
に
見
て
遥
拝
す
る
に
は
格
好
の
地
で
あ
っ
た
｡

ま
た
前
記
有
明
山
神
社
の
寮
の
絵
図
も
拝
殿
と
そ
の

前
に
幣
殿
が
あ
っ
て
も
､
本
殿
が
見
ら
れ
な
い
の
は
､

拝
殿
か
ら
直
接
有
明
山
体
を
拝
ん
だ
古
式
の
名
残
を

停
め
た
信
仰
形
式
で
あ
る
｡

か
く
江
戸
時
代
に
入
る
前
は
､
有
明
山
と
い
う
山

を
里
か
ら
遙
拝
し
'
格
好
の
地
で
祭
祀
を
行
っ
た
社

殿
の
を
い
信
仰
形
式
で
あ
っ
た
｡

三
`
有
明
山
と
詩
歌

仁
科
氏
と
朝
廷
と
の
関
係
の
濃
-
な
っ
た
鎌
倉
時

代
に
は
へ
　
こ
の
地
に
も
京
文
化
が
浸
透
し
て
き
た
と

同
時
に
､
有
明
山
の
風
景
も
音
に
伝
え
て
京
に
も
た

ら
さ
れ
た
､
京
の
文
人
墨
客
の
一
部
も
来
遊
し
た
も

の
と
思
わ
れ
る
｡
そ
の
結
果
京
で
有
明
山
を
詠
む
も

の
､
来
遊
し
て
読
む
も
の
も
あ
っ
た
が
､
登
頂
の
こ

と
ば
を
く
､
里
か
ら
眺
め
る
歌
の
み
で
あ
る
｡

(
信
府
統
語
'
続
古
今
集
)

片
し
き
の
衣
手
寒
く
し
ぐ
れ
つ
ゝ

･
る
白
雲

(
信
府
統
記
)

信
濃
な
る
有
明
山
を
西
に
見
て
､

道
を
行
-
な
り

(
有
明
山
開
山
略
記
)

信
濃
在
る
有
明
山
を
め
て
に
見
て

を
こ
そ
ゆ
け

(
信
腐
統
語
･
風
雅
集
)

夏
深
さ
み
ね
の
松
か
校
風
越
で

の
山

(
信
府
統
記
)

有
明
山
に
か

後
鳥
羽

す
､
ろ
細
野
之

西

　

行

心
細
野
の
道

西

　

行

月
影
涼
し
有
明

慈

　

鎮

駿
河
を
る
富
士
を
信
濃
に
と
り
は
な
し
　
煙
に
ま

が
ふ
秋
の
名
霧
　
　
　
古
き
歌
と
し
て
請
人
し
れ
ず
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有明山櫓社(宮城)某社の楯

四
､
有
明
山
の
開
山

こ
の
山
の
登
頂
は
､
江
戸
時
代
に
修
験
者
(
山
伏
､

霊
神
)
に
よ
り
登
山
さ
れ
て
い
る
｡

-
'
松
川
馬
葉
尾
道
の
開
削

有
明
山
へ
最
初
に
登
頂
し
た
の
は
､
有
明
山
開
山

略
記
(
享
保
八
葵
卯
年
(
一
七
二
三
年
)
板
取
村
高

橋
太
兵
衛
直
春
記
)
に
依
る
と
､
享
保
六
年
(
一
七

-

7

●

･

(

_

･

7

三
年
)
闇
七
月
八
日
板
取
村
の
修
験
宝
重
院
宥
快

と
弟
子
二
人
･
村
人
､
尾
曽
･
高
橋
等
十
四
人
､
計

十
七
人
で
宥
快
の
先
達
で
､
八
日
早
天
板
取
を
出
発

沌
ノ
沢
よ
り
表
口
で
あ
る
黒
川
沢
口
よ
り
の
落
合
に

出
て
､
尾
根
を
経
て
頂
上
に
達
し
て
い
る
｡

以
後
こ
の
道
か
ら
の
警
向
は
､
信
濃
国
安
曇
郡
有

明
山
一
件
(
大
和
田
文
書
)
に
依
る
と
､
水
内
郡
権

堂
村
善
光
寺
修
験
　
柳
原
寺
音
界
が
こ
の
地
板
取
村

に
来
て
､
祈
祷
医
薬
の
法
で
村
人
に
取
入
り
､
そ
の

協
力
で
登
頂
に
成
功
し
､
以
後
松
本
和
泉
町
へ
新
田

村
重
科
)
光
村
(
豊
科
･
明
科
)
池
田
町
村
(
池
田
)

等
各
地
に
信
者
を
得
て
講
を
作
り
､
し
ば
し
ば
登
山

し
て
い
た
が
､
そ
の
内
`
自
分
こ
そ
有
明
山
開
山
で

あ
る
と
僧
称
す
る
に
及
び
､
有
明
山
社
神
主
大
和
田

市
正
や
村
人
と
の
間
に
争
を
起
し
､
江
戸
の
寺
社
奉

行
に
ま
で
発
展
し
た
訴
訟
と
な
っ
た
が
､
地
元
側
､

大
和
田
市
正
等
の
勝
訴
と
在
り
'
彼
は
日
本
半
国
(

三
十
三
ヶ
国
)
立
入
禁
止
の
追
放
の
刑
に
処
せ
ら
れ

た
｡

修
験
者
は
聾
品
途
中
に
霊
神
嗣
･
碑
･
石
神
石
仏

類
を
建
て
る
慣
行
が
あ
る
が
､
今
で
も
有
明
山
登
山

の
途
中
に
J
j
,
数
多
-
の
朽
ち
た
霊
神
詞
や
碑
等
が

見
ら
れ
る
o
そ
の
一
つ
松
本
和
泉
町
の
講
仲
間
が
馬

羅
尾
口
の
奥
に
安
置
し
た
音
界
石
仏
は
明
治
に
な
っ

て
､
有
明
山
社
の
氏
子
が
背
負
下
ろ
し
､
現
在
神
社

の
南
側
境
内
に
安
置
し
て
あ
る
し
､
沌
ノ
沢
の
不
動

明
王
像
は
苦
界
等
の
手
に
な
る
も
の
で
あ
る
と
い
う
｡

2
`
裏
口
中
馬
温
泉
口
道
の
開
削

こ
の
裏
ロ
よ
り
登
頂
し
た
行
者
に
田
尻
村
(
南
安

曇
郡
堀
金
村
)
本
党
寺
杉
本
院
寛
良
が
あ
る
｡
寛
良

は
同
村
正
福
院
周
山
･
穂
高
村
(
塾
同
町
)
大
聖
寺

慶
山
･
弟
光
覧
ち
と
供
に
文
化
十
二
年
(
一
八
一
五
)

五
月
中
房
温
泉
で
五
十
日
の
行
と
十
七
日
の
断
食
を

宣
て
･
事
㍍
-
し
.
ち

行
い
｡
六
月
十
五
日
牧
村
の
舶
頭
の
案
内
で
上
堀
金

村
･
長
尾
村
の
信
者
等
十
七
人
を
伴
っ
て
登
山
し
'

山
頂
で
法
螺
を
吹
き
立
て
'
読
経
護
摩
修
行
を
し
､

供
養
の
宝
塔
を
立
て
て
い
る
(
堀
金
村
田
尻
･
内
田

文
書
)

3
･
表
口
宮
城
黒
川
沢
口
道
の
開
削

こ
の
登
山
道
は
黒
川
沢
を
さ
か
の
ぼ
り
､
荒
晴
海

･
妙
見
沌
･
白
河
沌
･
石
門
な
ど
の
行
場
を
経
て
､

馬
羅
尾
口
よ
り
の
蛮
口
(
六
合
目
で
稜
線
に
遷
す
)
･

彼
は
そ
れ
以
来
'
多
-
の
信
者
を
得
て
有
明
講
を
作

り
､
し
ば
し
ば
登
山
し
､
荒
崎
沌
･
妙
見
滝
･
白
河

滝
の
行
場
で
修
行
を
積
み
､
山
頂
に
達
し
て
い
る
｡

明
治
八
年
二
八
七
五
年
)
に
は
宮
城
の
下
の
権
現

地
籍
に
大
鳥
居
を
建
立
し
た
り
､
安
曇
･
松
本
等
各

地
に
有
明
講
を
結
成
し
た
り
し
て
､
有
明
山
神
社
の

基
礎
を
一
層
か
た
め
た
人
で
あ
る
｡

五
､
奥
社
･
里
社
の
成
立

1
 
､
有
明
山
社
(
神
戸
)

有
明
山
開
山
記
の
一
節
に
｢
寛
永
十
四
年
(
一
六

三
七
年
)
氏
子
が
i
,
町
や
サ
出
張
量
奴
)
の
北
十
町

の
地
に
方
百
聞
に
松
を
植
え
地
方
を
築
い
て
社
殿
を

建
立
し
た
O
L
と
い
う
し
､
ま
た
寛
永
十
四
年
の
棟
札

も
あ
り
､
そ
の
様
札
に
比
｢
具
体
は
天
釣
女
命
也
｣

等
書
か
れ
て
い
る
等
､
合
の
神
社
の
成
立
は
江
戸
時

代
の
初
期
と
推
測
す
る
こ
と
が
で
き
る
が
､
奥
社
の

こ
と
は
正
保
の
国
絵
図
に
も
記
載
が
な
く
'
只
有
明

山
一
件
(
大
和
田
文
書
)
の
中
に
｢
文
政
十
年
よ
り

三
十
七
年
前
に
造
り
七
月
登
山
遷
宮
｡
と
あ
る
の
で

そ
れ
か
ら
推
し
て
'
安
永
･
天
明
の
頃
と
思
わ
れ
る
｡

2
､
有
閑
山
神
社
(
宮
城
)

皇
祖
は
天
明
行
者
に
よ
っ
て
､
そ
の
基
礎
が
明
治

初
年
に
作
ら
れ
た
の
を
明
治
二
十
一
年
､
神
戸
有
明

山
社
の
氏
子
の
許
可
を
得
て
､
旧
南
壁
高
村
寺
所
(

豊
科
)
の
岡
村
阜
一
氏
に
依
り
今
の
宮
城
の
地
に
建

築
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
o
最
初
本
殿
は
無
か
っ
た
が

後
に
馨
同
神
社
か
ら
不
要
に
在
っ
た
本
殿
の
払
下
げ

を
受
け
て
建
立
し
た
も
の
が
､
現
在
の
里
社
の
本
殿

と
な
っ
て
い
る
｡

奥
社
の
建
立
に
つ
い
て
は
､
資
料
不
足
で
不
明
で

あ
る
が
､
江
戸
時
代
の
後
期
に
建
立
さ
れ
た
か
､
明

治
に
入
り
､
天
明
行
者
等
の
手
に
よ
っ
て
建
立
さ
れ

た
も
の
を
･
有
明
山
神
社
の
里
社
再
建
の
折
､
奥
社

も
一
層
立
派
な
も
の
に
し
た
と
も
考
え
ら
れ
る
｡

何
れ
に
せ
よ
頂
上
に
あ
る
奥
社
の
建
立
と
い
う
こ

と
は
有
明
山
の
初
期
の
登
山
に
重
要
な
歴
史
的
意
味

を
持
つ
も
の
で
あ
る
｡
(
聾
昂
教
育
委
員
長
)

剣
岩
･
獅
子
岩
･
金
霊
水
･

御
神
水
の
岩
窟
な
ど
を
経
て

山
頂
に
達
す
る
｡
極
め
て
険

阻
を
道
で
あ
る
｡

こ
こ
を
経
て
登
山
し
た
木

曽
御
嶽
の
行
者
一
山
は
慶
応

三
年
(
一
八
六
七
年
)
に
'

前
記
落
合
付
近
で
遭
難
し
て

い
る
｡こ

の
道
の
実
際
の
開
削
者

は
'
明
治
六
年
(
一
八
七
三

年
)
に
登
山
し
た
人
'
扇
町

(
堀
金
村
)
の
天
明
行
者
(

倉
田
為
吉
)
で
あ
る
と
思
う
｡
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舵物博と山

貝
の
化
石
(
ホ
タ
テ
貝
の
仲
間
)

木

　

船

昔
海
底
だ
っ
た
北
安
曇
地
方
は
各
地
で
化
石
を
採

集
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
｡
(
図
一
)
古
生
代
や
中
生

代
の
化
石
は
北
ア
ル
プ
ス
を
つ
く
っ
て
い
る
西
山
か

ら
､
新
生
代
の
第
三
紀
や
第
四
紀
の
化
石
は
東
山
を

つ
-
っ
て
い
る
地
層
か
ら
主
に
採
集
さ
れ
ま
す
｡
種

類
も
多
く
貫
重
な
も
の
も
少
な
-
な
い
こ
れ
等
の
化

石
の
中
で
､
誰
し
も
が
一
度
は
採
集
し
て
み
た
い
と

思
う
化
石
は
動
物
化
石
の
中
の
貝
､
特
に
そ
れ
も
は

た
て
貝
の
化
石
で
は
を
い
で
し
ょ
う
か
｡

中
生
代
の
三
畳
紀
(
約
二
億
年
前
)
か
ら
化
石
と

し
て
知
ら
れ
る
ホ
タ
テ
貝
の
仲
間
は
､
一
般
に
形
が

大
き
い
上
に
姿
も
立
派
で
風
格
が
あ
り
ま
す
｡
昨
年

の
冬
こ
の
化
石
も
含
ん
だ
崖
が
新
し
-
露
出
し
ま
し

た
の
で
紹
介
し
ま
す
｡

姫
川
に
沿
っ
て
国
道
を
下
る
と
小
谷
村
の
下
里
瀬

に
出
ま
す
｡
こ
こ
で
道
は
直
角
に
左
右
に
分
か
れ
ま

す
が
､
こ
の
道
を
右
に
土
谷
川
に
沿
っ
て
行
-
と
奉

納
温
泉
に
出
ま
す
｡
温
泉
を
す
ぎ
て
少
し
行
く
と
川

底
へ
降
り
る
道
が
あ
り
､
そ
れ
を
下
っ
て
ゆ
く
と
､

新
し
い
え
ん
操
に
出
ま
す
が
､
そ
の
手
前
の
右
岸
(
西

側
)
で
採
集
で
き
ま
す
｡
(
写
真
一
)
　
こ
こ
で
は
サ
ン

ド
パ
イ
プ
　
(
カ
ニ
の
巣
穴
･
写
真
二
)
や
色
々
の
種

類
の
化
石
が
採
集
で
き
ま
す
が
､
は
た
て
貝
の
仲
間

が
目
立
ち
ま
す
｡
こ
の
化
石
に
一
番
近
い
現
生
の
貝

は
､
い
た
や
が
い
科
に
属
す
る
は
た
で
貝
　
〔
P
a
一
i
･

コ
e
p
e
e
一
〇
っ
(
M
i
z
手
o
p
o
c
一
e
コ
)
y
e
s
s
o
e
コ
S
i
s
(
J
>

Y
)
〕
で
東
北
地
方
か
ら
オ
ホ
ー
ツ
ク
海
に
分
布
し
､

水
深
十
-
三
十
m
の
砂
礫
底
(
礫
を
五
十
-
六
十
%

含
む
所
)
　
に
す
ん
で
い
ま
す
｡
(
写
真
三
)
大
き
な
も

の
は
二
十
m
位
の
類
円
形
を
示
し
､
殻
頂
の
前
後
両

側
に
其
直
を
背
縁
を
も
つ
耳
状
突
起
を
も
ち
､
右
殻

前
耳
に
弱
い
足
糸
湾
入
を
も
っ
て
い
ま
す
｡
放
射
肋

は
低
く
太
-
二
十
四
-
二
十
六
条
あ
り
右
殻
の
方
が

ふ
く
ら
ん
で
い
ま
す
｡
水
温
八
～
九
度
　
(
東
北
は
三

月
頃
･
千
島
で
は
七
月
)
　
で
産
卵
し
四
年
間
で
十
五

億
位
ま
で
成
長
し
ま
す
｡
海
水
中
の
浮
遊
物
を
餌
と

し
'
移
動
は
殻
を
開
閉
し
た
時
の
反
動
で
行
い
'
一

方
の
殻
を
帆
と
し
て
水
上
を
泳
ぐ
と
い
う
よ
う
を
こ

と
は
あ
り
ま
せ
ん
｡
こ
の
貝
は
大
変

お
い
し
く
食
用
に
さ
れ
る
他
に
､
貝

細
工
な
ど
に
も
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
｡

-
ヤ
マ
サ
キ
ホ
タ
テ

二
十
～
二
十
二
本
の
放
射
肋
を
も
ち
､
縦
満
に
よ

っ
て
一
-
二
条
に
浅
-
割
れ
て
い
る
の
が
特
徴
､
大

型
円
扇
形
｡
柳
眉
'
猿
丸
層
､
雨
中
層
か
ら
産
出
し

ま
す
｡

2
ト
リ
プ
ル
ホ
タ
テ

放
射
肋
二
十
二
本
内
外
'
肋
は
縦
溝
に
よ
っ
て
二

分
さ
れ
肋
間
は
肋
よ
り
幅
が
狭
く
な
っ
て
い
ま
す
｡

左
殻
の
肋
は
稜
線
状
で
あ
り
珊
層
か
ら
産
出
し
ま
す
｡

3
ナ
ガ
ノ
ホ
タ
テ

略

な
お
､
ト
リ
プ
ル
ホ
タ
テ
､
ヤ
マ
サ
キ
ホ
タ
テ
､
ホ

タ
テ
貝
は
性
質
が
漸
移
し
､
三
者
の
区
別
の
困
難
を

こ
と
が
多
い
の
が
一
般
で
あ
り
示
準
化
石
と
し
て
大

切
を
も
の
で
す
｡

ノ
′
　
　
　
化
石
か
ら
わ
か
る
こ
と
は
多
-
め

り
ま
す
｡
そ
の
一
つ
は
､
そ
の
化
石

か
ら
そ
の
地
層
の
で
き
た
時
代
が
推

定
で
き
る
と
い
う
こ
と
で
す
｡
例
え

ば
ト
リ
プ
ル
ホ
タ
テ
は
へ
上
水
内
郡

っ
て
産
出
す
る
他
の
貝
な
ど
の
動
物
群
と
し
て
比
較

し
な
い
と
ま
ち
か
え
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
｡

も
う
一
つ
の
大
事
な
こ
と
は
､
堆
積
当
時
の
古
環

境
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
こ
と
で
す
｡
は
た

て
貝
は
水
温
の
高
い
所
に
は
生
思
し
ま
せ
ん
か
ら
そ

の
化
石
に
よ
っ
て
､
水
温
や
水
深
を
ど
推
測
で
き
る

わ
け
で
す
が
､
化
石
採
集
上
注
意
し
を
け
れ
ば
な
ら

な
い
こ
と
は
'
化
石
が
そ
こ
で
死
ん
で
化
石
に
在
っ

た
の
か
　
(
現
地
性
)
別
の
地
層
の
も
の
が
流
さ
れ
て

き
た
の
か
判
別
し
な
け
れ
ば
､
大
き
を
間
違
い
を
お

か
ず
こ
と
に
な
り
ま
す
｡
現
地
性
の
化
亡
な
ら
ば
､

貝
殻
を
ど
新
鮮
で
ま
あ
り
が
す
り
減
っ
て
い
る
よ
う

な
こ
と
は
な
く
､
又
両
殻
が
つ
い
て
い
る
こ
と
､
地

層
に
対
し
て
生
き
て
た
状
態
で
産
出
す
る
こ
と
な
ど

で
す
｡
又
産
状
が
ば
ら
ば
ら
な
の
か
密
集
し
て
い
る

の
か
を
ど
も
大
切
な
こ
と
で
す
｡
は
た
で
貝
な
ど
は

一
個
体
が
完
全
に
採
集
で
き
る
こ
と
は
あ
ま
り
会
い

の
で
､
小
さ
い
破
片
も
大
切
に
採
集
し
て
き
ま
し
ょ

う
｡
そ
し
て
充
分
に
活
用
し
た
い
も
の
で
す
｡

(
会
染
小
学
校
教
諭
)

博
物
館
だ
よ
り

山
岳
博
物
館
の
全
面
改
築
工
事
の
入
札
は
先
頃
行

を
あ
れ
`
本
体
工
事
､
伝
刀
姐
､
機
械
設
備
､
金
沢

工
業
､
電
気
設
備
､
大
北
電
設
共
同
企
業
体
に
走
り

ま
し
た
｡

9
月
8
日
に
は
市
長
は
じ
め
関
係
者
が
集
ま
り
起

工
式
が
行
わ
れ
､
本
格
的
な
工
事
が
開
始
さ
れ
ま
し

た
｡

建
築
工
事
は
5
6
年
1
1
月
完
成
､
オ
ー
プ
ン
は
5
7
年

6
月
予
定
で
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
｡

戸
隠
村
川
下
付
近
で
採
集
さ
れ
新
種
‥
山
と
博
物
館
　
第
2
5
番
　
第
9
号

と

し

て

命

名

さ

れ

た

も

の

で

す

が

､

　

　

　

　

　

　

　

　

一

九

八

〇

年

　

九

月

二

十

五

日

発

行

‥

北
安
曇
郡
小
谷
村
千
国
崎
か
ら
産
出
‥
発
行
所
　
長
野
葵
町
市
T
E
L
②
〇
三
一

大

　

町

　

山

　

岳

　

博

　

物

　

館

.

し
た
こ
と
か
ら
､
小
谷
の
地
層
と
戸
‥
印
刷
所
　
　
長
野
県
大
町
市
俵
町

隠

の

地

層

が

同

時

代

の

も

の

で

は

を

‥

　

　

　

　

　

　

　

大

糸

タ

イ

ム

ス

印

刷

部

‥

隊

か

っ

た

か

と

い

う

推

測

が

な

り

た

つ

…

定

価

愚

人

｡

｡

｡

(

叢

共

)

(

切

手

不

可

)

‥

郵
便
振
替
口
座
番
冒
(
長
野
二
二
'
二
九
三
)

写
わ
け
で
す
｡
唯
時
代
の
同
定
で
は
伴


